
  

 

 

事業所名  グループホーム小町               

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

開催日時 平成 30 年 8月 24日（金） 14時 00分～14時 30分 

参 加 者 議   題 

利用者       0 名 

利用者家族     0 名 

地域住民の代表者  4 名 

市職員       1 名 

地域包括支援センター職員  1 名 

事業所       2 名 

1.行事報告 

2.今後の行事報告 

3.利用者状況報告書 

4.その他 

5.次回会議開催予定日 

会    議    録 

1. 7 月 8月に行った行事報告                                          

＊ 7 月 7日 七夕                                 

  ・七夕の日は、みんなで願い事を書いた短冊などを笹に飾り付け、昼食にそうめん、おや

つにわらび餅で涼しげな風情を味わっていただきました。 

＊ 7 月 23 日 流しそうめん  

・流しそうめんの日は、竹を使ってそうめん以外にもプチトマトやミカン、ゼリーなども流

し美味しくいただきました。皆さんのご様子については賑やかな雰囲気の中で皆さん張り切

って箸を上手に使われ楽しまれて、いつも以上の食欲がみられていました。 

＊ 8 月 15 日 お盆 

・お盆の日は皆さんにお手伝いしていただきながら馬や牛の飾りやおはぎを作り、祖先の霊

をお祀りしました。胡瓜やナスビに割り箸をさして馬や牛に見立てた飾り物を利用者様と一

緒になって作り楽しみました。そしておやつには御供え餅のおはぎを美味しくいただきまし

た。お盆にまつわる昔話や風習についてお話を伺うと、以前のお盆の頃を振り返られながら

懐かしそうに面白いお話しをしてくださいました。お盆といえば、たくさん親戚が集まった

ことやお供え餅は白い団子だった等お話しをしてくださり昔を懐かしんでいるようでした。

季節の風習の行事を行うことで少しずつ変化する季節を感じていただきました。 

 

2. 9 月の今後の行事予定 

＊ お誕生日会 9月生まれの利用者様をお祝いします。 

＊ アユの摑み取り・塩焼き 生きたアユをつかみ取りし施設で炭焼きにしていただきます。 

＊ 防災訓練 今回は地震対策の防災訓練を実施予定です。今回の防災訓練を機に居室や共

有スペースの家具の転倒防止対策の再確認に努めます。また水や食料等の備蓄品の再

確認と準備を行います。 

＊ 町内大掃除 

＊ 敬老会 

＊ 喫茶 皆さんで近隣の喫茶店へ出かけケーキセットをいただきに出かけます。 



＊ 会社内勉強会（おむつのあて方について） 

 

情報交換 

市役所職員→グループホーム小町の待機者についての確認、現在の瀬戸市のグループホーム

の空き状況についての説明を伺う。（現在、すべてのグループホームは満床になってい

る） 

地域住民の代表者 →この施設について説明してほしいとのお話が出たため、グループホー

ムについての概要の説明を行う。（入退所条件等・・） 

地域住民の代表者 →水南連区の敬老会開催状況についてのお話を伺う。 

地域住民の代表者 →大正琴ボランティア慰問の提案のお話を伺う。 

 

３. 利用者状況報告   

＊ 利用者数 9 名  

（女性８名 男性１名 7 月から 8月は入院や新規入所者、退所者はありません） 

看取り利用者 2 名  平均年齢 86.7 歳    平均要介護度 2.7 

利用者情報 

利用者 9名（男性 1名・女性 8名） 

要介護度 1→2名 

要介護度 2→2名 

要介護度 3→2名 

要介護度 4→2名 

要介護度 5→1名 

（平均介護度 2.7） 

最高 92 歳 

最低 80 歳 

（平均年齢）86.7 歳 

※満年齢にて計算しています 

＊ 9 月は食欲が落ちやすく夏バテになりやすい季節です。事故や熱中症に十分注意して毎

日を送れるよう努めていきます。 

 

4. その他 

＊ 身体拘束適正化委員会 

＊ 本日の事例 「車いすやいすからの立ち上がりの拘束について」 

具体的には①立ち上がる能力のある人の立ち上がりを妨げるようないすを使用する②抑制帯

や腰ベルトにより拘束する③徘徊しないように、車椅子やいす、ベッドなどに縛る等の行為

になります。 

理由について、多くが「ふらつきによる転倒や骨折を防ぐため」行われています。認知症が

原因で判断力や理解力の低下がみられ、一人では歩けないのに歩いてしまう等の行動を抑制



するためがほとんどです。介護事業所で虐待や身体拘束をされた高齢者のうち７割は認知症

を患っているといわれています。 

具体的な影響について 

・関節拘縮、筋力低下、褥瘡の発生   

・不安や怒り、屈辱、諦めなど精神的苦痛を与える 

・食欲低下 

・車いすごと後ろに倒れてしまう等転倒防止のはずの行為が結果的に転倒事故を誘発しま    

す。その結果として、ストレスが原因で認知症が進行し、認知症症状が頻発しやすくなりま

す。（徘徊や昼夜逆転、介護拒否など・・） 

 

 

5.次回開催予定日  平成 30年 10 月 26 日（金） 14:00～  開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


